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とりあげて特集しました．今後も関連情報がありました

ら逐次掲載してゆきたいと思いますので，どんどん記事

をお寄せ下さい．また次に挙げる文献は主として本文中

に出てきたものですが，情報源として大いに活用してい

ただけると思います．

　“天気をおもしろくするための”試みとして，今回の

ような特集企画を組みました．会員の皆様の御感想をお

待ちしております．
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4年毎のオゾン・シンポジウム開催のお知らせ

　IAMAPの国際オゾン委員会主催の4年毎のオゾン・

シンポジウムが1988年8月8～13日に西ドイツのG6ttin－

genにおいて開催される事が決まり，nrst　circularが配

布されました．次のような題目を取り上げる予定です．
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③
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⑥

⑦

⑧

観測技術の最近の発展

地上および衛星観測の解析

化学一放射一力学モデル

関係する徴量成分の観測とその収支

化学反応係数と吸収断面積の実験室内での測定

オゾソと循環との相互作用

オゾンと気候

対流圏オゾン

　⑨　オゾン層の自然および人為的擾乱

　このシンポジウムの詳細を知りたい方は，国際オゾン

委員会の委員である清水正義氏（舞鶴海洋気象台）に問

い合わせられたい．また，second　circularを希望される

方は下記に連絡されたい．
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